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文責：校長 大内雅之

卒業式に向けて ６年生頑張っています。
～できることを精いっぱい～

２３日の卒業式に向けて、６年生が頑張っています。
卒業式は小学校生活で一番大切な行事といっても過言

ではありません。というのも小学校生活の集大成の姿

を示す場となるからです。
６年生には練習の際に「卒業式当日は、小学校生活

最後の日。ということは、知識も経験も体も・・・そ

の他すべてのことが小学校の生活で、これまでの人生
の中で『一番』の状態にある日となります。歩き方、

姿勢、返事、すべてが小学校生活で最高のものを出せ

るように頑張ってほしい。」と伝えました。
頭では理解してくれるかもしれませんが、現実には

なかなか難しいことも分かっています。体調はもちろ

ん、成長によってより周囲が見えるようになり、恥ず
かしさにつながることもあるのは分かっています。それでも、自分に「最高の自分かな？」「こ

れ以上できないかな？」と問いかけながら行動することを求めていきます。

現在、新型コロナウイルス感染症への対応から、活動に制限があり、なかなか思い切った練習
はできない状態ですが、それでも６年生はできることの中で精一杯頑張っています。応援してあ

げてください。卒業式は、今

年も６年生、６年生保護者、
教職員、限られた外部からの

参加者のみで行いますが、式

に参加するしないにかかわら
ず、６年生の姿に期待してく

ださい。

ちょっといい話
～感謝の気持ちを伝わると・・・

やさしさの連鎖に～
１４日、地域の方からお電話をいただきました。「何かあったかな？」

と思い電話に出ると次のようなお話しでした。

「１年生からお手紙をいただきました。内容は『毎朝、見守り隊の活動をしてくれてありがとう
ございます。』というものでした。あまりにうれしかったので、電話しました。」

というものでした。また、その子へお返事を書こうと考えていることも伝えてくださいました。

１年生の担任に聞いてみると、国語の学習で手紙の学習をして、その発展として実際に手紙を
出したということでした。最初は恥ずかしがって渡すかどうか迷っていたそうですが、勇気を出

して渡したということでした。

子どもたちの感謝の気持ちが相手に届き、やさしさの連鎖となってまた返ってきたのだと思い
ます。私自身もとっても温かい気持ちになりました。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。
～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
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新型コロナウイルス感染症への対応
〇 子どもたちの毎日の検温、体調確認。下校後の行動確認

（外出、習い事等）。
〇 できる限り不織布マスクの着用。正しい着用の推進。
〇 手洗い・換気等の励行。密の回避。
〇 子ども、同居家族に風邪の症状が見られた場合の登校自粛。
病院受診。

〇 児童・家族の抗原検査・PCR検査の受検（結果を待たずに）
濃厚接触者認定・可能性、学級閉鎖等あれば、できるだけ早い学校
への連絡。

■平日・日中－学校 0243-23-0029
■休日・夜間－学校携帯 080-2814-4808

〇 不要不急の外出の自粛。 等

～ よろしくお願いします ～


